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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
成分（Ａ）が少なくとも一種の次式（Ｉ－１）、（Ｉ－２）及び（Ｉ－３）：
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【化１】

で表わされる化合物であり、そして
成分（Ｂ）が次式（ＩＩ－１）：
【化２】

で表わされる化合物であり、そして
成分（Ｃ）が、フィッシャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス、チーグ
ラー－ナッタポリエチレンワックス、メタロセンポリエチレンワックス、チーグラー－ナ
ッタポリプロピレンワックス並びにステアラミド、エルカミド及びオレアミドからなる群
から選択された少なくとも一種の潤滑剤である、成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）を含む添
加剤混合物。
【請求項２】
成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）及び成分（Ｄ）を含む請求項１記載の添加剤混合物
であって、前記成分（Ｄ）が前記成分（Ｂ）と異なる少なくとも一種の酸化防止剤である
、添加剤混合物。
【請求項３】
成分（Ａ）が次式（Ｉ－２）：
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【化３】

で表わされる化合物であり、
成分（Ｂ）が次式（ＩＩ－１）：
【化４】

で表わされる化合物であり、そして
成分（Ｄ）が次式（ＩＩＩ－１）：

【化５】

で表わされる化合物である、請求項２記載の添加剤混合物。
【請求項４】
成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）及び成分（Ｄ）並びに所望により、脂肪酸の金属（
Ｉ）塩又は金属（ＩＩ）塩、金属（ＩＩ）酸化物、ジヒドロタルサイト、ホスフィット、
ホスホナイト、有機スルフィド及び有機ジスルフィドからなる群から選択された一種又は
それより多くの別の成分を含む、請求項２記載の添加剤混合物。
【請求項５】
成分（Ｉ）及び成分（ＩＩ）を含む組成物であって、
前記成分（Ｉ）がポリプロピレンのホモポリマー、ランダムコポリマー、交互又はセグメ
ント化されたコポリマー、ブロックコポリマー或いはポリプロピレンと他の合成ポリマー
とのブレンドであり、そして
前記成分（ＩＩ）が請求項１記載の添加剤混合物である組成物。
【請求項６】
ポリプロピレンのホモポリマー、ランダムコポリマー、交互又はセグメント化されたコポ
リマー又はブロックコポリマーを透明化する方法であって、請求項１記載の添加剤混合物
をそれに配合することからなる方法。
【請求項７】
請求項１記載の添加剤混合物をポリマーに配合し且つ分散させることからなる、ポリマー
の加工性を改良する方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ソルビトール誘導体、ヒドラジン誘導体及び所望により潤滑剤及び／又は酸
化防止剤を含む添加剤混合物並びに、ソルビトール誘導体及び潤滑剤を含む添加剤混合物
、ポリプロピレンホモ又はコポリマー用の透明化剤としての前記添加剤混合物の使用並び
に、前記添加剤混合物を含むポリプロピレンホモ又はコポリマーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　核剤及びワックスを含む混合物は、例えば、欧州特許出願公開第４７６４０１号明細書
、米国特許出願公開第５９５８３１９号明細書、米国特許第６３００３９８号明細書及び
米国特許出願公開第５８５６３８５号明細書に記載されている。フェニル－アルカノイル
－ヒドラジンは、例えば、米国特許出願公開第３７７３７２２号明細書に記載されている
。ジベンジリデンソルビトールとフェニルヒドラジン又はその誘導体との反応生成物は、
例えば、特開昭６０－０４２３８５号明細書に記載されている。ジベンジリデンソルビト
ール化合物と特定のヒドラジドとを含むポリオレフィン組成物は、米国特許第６５１８３
３９号明細書に記載されている。ポリプロピレン組成物は、例えば、国際特許出願公開第
０２／４６３００号パンフレットに記載されている。
【特許文献１】欧州特許出願公開第４７６４０１号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第５９５８３１９号明細書
【特許文献３】米国特許第６３００３９８号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第５８５６３８５号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第３７７３７２２号明細書
【特許文献６】特開昭６０－０４２３８５号明細書
【特許文献７】米国特許第６５１８３３９号明細書
【特許文献８】国際特許出願公開第０２／４６３００号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の添加剤混合物を含むポリプロピレンホモ又はコポリマーは、例えば、添加剤又
は該添加剤の何らかの変換生成物に起因する副作用（例えば、退色、悪臭の放出、低分子
量物質の移行又はプレートアウト等）が甚だしく減少した、優れた光学的性質を示す。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、特に、成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び所望により成分（Ｃ）を含む添加剤混合
物であって、
　成分（Ａ）が少なくとも一種の次式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　ｐは０又は１を表わし、
　ｍ及びｎは互いに独立して整数０ないし３を表わし、そして
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　基Ｒは互いに独立して炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数１ないし８のア
ルコキシ基、ヒドロキシ基、ハロゲン原子、炭素原子数１ないし８のアルキルチオ基、炭
素原子数１ないし８のアルキルスルホキシ基を表わし、或いは、二つの基Ｒは、不飽和の
母環の二つの隣接する炭素原子と一緒になって、５－ないし７－員の炭素環式又はヘテロ
環式環を形成する。］で表わされる化合物であり、
　成分（Ｂ）が少なくとも１種の次式（ＩＩ）：
【化２】

［式中、
　ｘ及びｙは互いに独立して整数２ないし１０を表わし、
　基Ａ1 、基Ａ2 及び基Ａ3 は互いに独立して炭素原子数１ないし１０のアルキル基、非
置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原
子数５ないし１２のシクロアルキル基；非置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし
１０のアルキル基により置換されたフェニル基；或いは、炭素原子数７ないし１２のフェ
ニルアルキル基を表わし、そして
　基Ａ2 及び基Ａ3 は更に水素原子を表わすが、
　但し、基Ａ1 及び基Ａ2 の少なくとも一つは分岐鎖状の炭素原子数３ないし１０のアル
キル基、非置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換さ
れた炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；非置換又は１個ないし３個の炭素原子
数１ないし１０のアルキル基により置換されたフェニル基；或いは炭素原子数７ないし１
２のフェニルアルキル基を表わす。］で表わされる化合物であり、そして
　成分（Ｃ）が潤滑剤又は潤滑剤混合物である、添加剤混合物に関するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　成分（Ａ）と成分（Ｂ）との組み合わせは相乗効果を示し得る。
　成分（Ａ）、成分（Ｂ）又は成分（Ｃ）として記載された生成物は市販品を入手可能で
あり、そして例えば、米国特許出願公開第５０２３３５４号明細書、同第５１９８４８４
号明細書、同第３６６０４３８号明細書及び同第３７７３７２２号明細書に記載された公
知方法で製造することができる。
　１０個までの炭素原子を有するアルキル基の例は、メチル基、エチル基、直鎖状又は分
岐鎖状のプロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノ
ニル基及びデシル基である。Ｒの好ましい意味は、炭素原子数１ないし４のアルキル基、
特にメチル基である。Ａ1 及びＡ2 の好ましい意味は、分岐鎖状の炭素原子数３ないし１
０のアルキル基、特に第三ブチル基又は１，１－ジメチルプロピル基である。第三ブチル
基としてのＡ1 及びＡ2 がとりわけ好ましい。
　Ａ3 の好ましい意味は、水素原子及びメチル基である。
　炭素原子数１ないし８のアルコキシ基の例は、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基
、ブトキシ基、ペンチロキシ基、ヘキシロキシ基、ヘプチロキシ基及び及びオクチロキシ
基である。メトキシ基が特に好ましい。
【０００６】
　炭素原子数１ないし８のアルキルチオ基の例は、メチルチオ基、エチルチオ基、プロピ
ルチオ基、ブチルチオ基、ペンチルチオ基、ヘキシルチオ基、ヘプチルチオ基及びオクチ
ルチオ基である。
　炭素原子数１ないし８のアルキルスルホキシ基の例は、メチルスルホキシ基、エチルス
ルホキシ基、プロピルスルホキシ基、ブチルスルホキシ基、ペンチルスルホキシ基、ヘキ
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　非置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭
素原子数５ないし１２のシクロアルキル基の例は、シクロペンチル基、シクロヘキシル基
、シクロヘプチル基、シクロオクチル基及びメチルシクロヘキシル基である。
　１個ないし３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換されたフェニル基の
例は、メチルフェニル基である。
　炭素原子数７ないし１２のフェニルアルキル基の例は、ベンジル基及び２－フェニルプ
ロピ－２－イル基である。
【０００７】
　式（Ｉ）［式中、二つの基Ｒは、不飽和の母環の二つの隣接する炭素原子と一緒になっ
て、５－ないし７－員の炭素環式又はヘテロ環式環を形成する。］の例は、次式：
【化３】

である。
【０００８】
　本発明の好ましい実施態様において、
　ｐは１を表わし、
　ｍ及びｎは互いに独立して０、１又は２を表わし、そして
　基Ｒは互いに独立して炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
　ｘ及びｙは互いに独立して整数２ないし６を表わし、
　基Ａ1 、基Ａ2 及び基Ａ3 は互いに独立して炭素原子数１ないし５のアルキル基、非置
換又は１個のメチル基により置換されたシクロヘキシル基；非置換又は１個のメチル基に
より置換されたフェニル基；或いは、２－フェニルプロピル基を表わし、そして
　Ａ3 は更に水素原子を表わす。
　他の好ましい実施態様において、
　成分（Ａ）は少なくとも一種の次式（Ｉ－１）、（Ｉ－２）及び（Ｉ－３）：
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【化４】

で表わされる化合物であり、そして
　成分（Ｂ）は次式（ＩＩ－１）：
【化５】

で表わされる化合物である。
　式（Ｉ－１）で表わされる化合物は、イルガクリア（ＩＲＧＡＣＬＥＡＲ）Ｄ（登録商
標）として市販品を入手可能である。
　式（Ｉ－２）で表わされる化合物は、イルガクリア（ＩＲＧＡＣＬＥＡＲ）ＤＭ（登録
商標）として市販品を入手可能である。
　式（Ｉ－３）で表わされる化合物は、ミラッド（ＭＩＬＬＡＤ）３９８８（登録商標）
として市販品を入手可能である。
　式（ＩＩ－１）で表わされる化合物は、イルガノックス（ＩＲＧＡＮＯＸ）ＭＤ１０２
４（登録商標）として市販品を入手可能である。
【０００９】
　　成分（Ｃ）は好ましくは合成又は天然ワックス及び脂肪酸アミドからなる群から選択
された少なくとも一種の潤滑剤である。ワックスに関する包括的定義及び総説は、例えば
、「ウルマンの工業化学大辞典（Ｕｌｌｍａｎｎ’ｓ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ
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　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）」、第Ａ－２８版、ＶＣＨフェルラーグ
スゲゼルシャフト（Ｖｅｒｌａｇｓｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ）ｍｂＨ、Ｄ－６９４５１
、ヴァインハイム（Ｗｅｉｈｅｉｍ）、１９９６年（特に、その第１０４頁以降を参照）
に記載されており、これは参照として本明細書に取り込まれている。
　好適なものは、合成ワックス、最も好ましくは、低多孔性の完全合成ワックスである。
この例は、フィッシャー－トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ）ワックス、高
圧ポリエチレンワックス、チーグラー－ナッタ（Ｚｉｅｇｌｅｒ－Ｎａｔｔａ）ポリエチ
レンワックス、メタロセンポリエチレンワックス及びチーグラー－ナッタポリプロピレン
ワックスである。
　最も適する、市販品を入手可能なフィッシャー－トロプシュワックスは、例えば、南ア
フリカ共和国のサソル（ＳＡＳＯＬ）から入手可能な、アドスパース（ＡｄＳｐｅｒｓｅ
）８６８（登録商標）である。
　最も適するポリオレフィンワックスは、好ましくは、８００ｇ／モルを越え且つ２００
００ｇ／モル未満の分子量Ｍw を有している。
　適する天然ワックスの例は、モンタンワックスの精製されたエステル及び脱色されたパ
ラフィンワックスである。
　脂肪酸アミドの例は、ステアラミド、エルカミド及びオレアミドであり、これらはそれ
ぞれ、アトマー（Ａｔｍｅｒ）ＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録
商標）、アトマーＳＡ１７５６（登録商標）、アトマーＳＡ１７５８（登録商標）及びア
トマーＳＡ１７５９（登録商標）として市販品を入手可能である。
　成分（Ｃ）は特に、フィッシャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス、
チーグラー－ナッタポリエチレンワックス、メタロセンポリエチレンワックス、チーグラ
ー－ナッタポリプロピレンワックス、天然ワックス及び脂肪酸アミドからなる群から選択
された少なくとも一種の潤滑剤である。
　本発明の最も特別に好ましい実施態様は、
　成分（Ａ）が上記において定義された式（Ｉ－１）、（Ｉ－２）及び（Ｉ－３）で表わ
される化合物であり、
　成分（Ｂ）が上記において定義された式（ＩＩ－１）で表わされる化合物であり、そし
て
　成分（Ｃ）が、フィッシャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス、チー
グラー－ナッタポリエチレンワックス、メタロセンポリエチレンワックス、チーグラー－
ナッタポリプロピレンワックス並びにステアラミド、エルカミド及びオレアミドからなる
群から選択された少なくとも一種の潤滑剤である、添加剤混合物に関するものである。
【００１０】
　本発明の特定の添加剤混合物の例は以下のものである。
１．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋フィッシャ
ー－トロプシュワックス［例えば、アドスパース８６８（登録商標）、アドスパース５０
０（登録商標）、アドスパース１００（登録商標）、エンハンス（ＥｎＨａｎｃｅ）（登
録商標）又はエンハンスＦＧ（登録商標）］。
２．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラー
－ナッタポリエチレンワックス［例えば、リコワックス（Ｌｉｃｏｗａｘ）ＰＥ１３０（
登録商標）、リコワックスＰＥ１９０（登録商標）又はリコワックスＰＥ５２０（登録商
標）］。
３．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋高圧ポリエ
チレンワックス［例えば、リコワックスＰＥ８１０（登録商標）、リコワックスＰＥ８２
０（登録商標）、リコワックスＰＥ８３０（登録商標）、リコワックスＰＥ８４０（登録
商標）、エポレン（Ｅｐｏｌｅｎｅ）Ｃ１０（登録商標）、エポレンＣ１４（登録商標）
、エポレンＣ１５（登録商標）、エポレンＣ１６（登録商標）、エポレンＣ１７（登録商
標）、エポレンＣ１８（登録商標）、エポレンＮ１５（登録商標）、エポレンＮ２０（登
録商標）又はエポレンＮ３４（登録商標）］。
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４．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋メタロセン
ポリエチレンワックス。
５．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラー
－ナッタポリプロピレンワックス［例えば、リコワックスＰＰ２３０（登録商標）］。
６．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋モンタン－
エステルワックス［例えば、リコワックスＥ（登録商標）、ホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌｕ
ｂ）ＷＥ４（登録商標）又はホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌｕｂ）ＷＥ４０（登録商標）］。
７．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋パラフィン
ワックス［例えば、リンパー（Ｌｉｎｐａｒ）１７－２０（登録商標）又はリンパー１４
１６－Ｖ（登録商標）］。
８．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋脂肪酸アミ
ド［例えば、アトマーＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録商標）又
はアトマーＳＡ１７５９（登録商標）］。
９．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋フィッシャ
ー－トロプシュワックス［例えば、アドスパース８６８（登録商標）、アドスパース５０
０（登録商標）、アドスパース１００（登録商標）、エンハンス（登録商標）又はエンハ
ンスＦＧ（登録商標）］。
１０．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラ
ー－ナッタポリエチレンワックス［例えば、リコワックスＰＥ１３０（登録商標）、リコ
ワックスＰＥ１９０（登録商標）又はリコワックスＰＥ５２０（登録商標）］。
１１．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋高圧ポリ
エチレンワックス［例えば、リコワックスＰＥ８１０（登録商標）、リコワックスＰＥ８
２０（登録商標）、リコワックスＰＥ８３０（登録商標）、リコワックスＰＥ８４０（登
録商標）、エポレンＣ１０（登録商標）、エポレンＣ１４（登録商標）、エポレンＣ１５
（登録商標）、エポレンＣ１６（登録商標）、エポレンＣ１７（登録商標）、エポレンＣ
１８（登録商標）、エポレンＮ１５（登録商標）、エポレンＮ２０（登録商標）又はエポ
レンＮ３４（登録商標）］。
１２．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋メタロセ
ンポリエチレンワックス。
１３．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラ
ー－ナッタポリプロピレンワックス［例えば、リコワックスＰＰ２３０（登録商標）］。
１４．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋モンタン
－エステルワックス［例えば、リコワックスＥ（登録商標）、ホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌ
ｕｂ）ＷＥ４（登録商標）又はホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌｕｂ）ＷＥ４０（登録商標）］
。
１５．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋パラフィ
ンワックス［例えば、リンパー１７－２０（登録商標）又はリンパー１４１６－Ｖ（登録
商標）］。
１６．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋脂肪酸ア
ミド［例えば、アトマーＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録商標）
又はアトマーＳＡ１７５９（登録商標）］。
１７．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋フィッシ
ャー－トロプシュワックス［例えば、アドスパース８６８（登録商標）、アドスパース５
００（登録商標）、アドスパース１００（登録商標）、エンハンス（登録商標）又はエン
ハンスＦＧ（登録商標）］。
１８．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラ
ー－ナッタポリエチレンワックス［例えば、リコワックスＰＥ１３０（登録商標）、リコ
ワックスＰＥ１９０（登録商標）又はリコワックスＰＥ５２０（登録商標）］。
１９．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋高圧ポリ
エチレンワックス［例えば、リコワックスＰＥ８１０（登録商標）、リコワックスＰＥ８
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２０（登録商標）、リコワックスＰＥ８３０（登録商標）、リコワックスＰＥ８４０（登
録商標）、エポレンＣ１０（登録商標）、エポレンＣ１４（登録商標）、エポレンＣ１５
（登録商標）、エポレンＣ１６（登録商標）、エポレンＣ１７（登録商標）、エポレンＣ
１８（登録商標）、エポレンＮ１５（登録商標）、エポレンＮ２０（登録商標）又はエポ
レンＮ３４（登録商標）］。
２０．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋メタロセ
ンポリエチレンワックス。
２１．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋チーグラ
ー－ナッタポリプロピレンワックス［例えば、リコワックスＰＰ２３０（登録商標）］。
２２．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋モンタン
－エステルワックス［例えば、リコワックスＥ（登録商標）、ホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌ
ｕｂ）ＷＥ４（登録商標）又はホスタルブ（Ｈｏｓｔａｌｕｂ）ＷＥ４０（登録商標）］
。
２３．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋パラフィ
ンワックス［例えば、リンパー１７－２０（登録商標）又はリンパー１４１６－Ｖ（登録
商標）］。
２４．式（Ｉ－３）で表わされる化合物＋式（ＩＩ－１）で表わされる化合物＋脂肪酸ア
ミド［例えば、アトマーＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録商標）
又はアトマーＳＡ１７５９（登録商標）］。
【００１１】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の質量％は、例えば１００／１ないし１／１０、より好ましく
は２０／１ないし１／１、そして最も好ましくは５／１ないし２／１である。
　成分（Ａ）対成分（Ｃ）の質量％は、例えば１／２００ないし１００／１、より好まし
くは１／２０ないし１０／１、そして最も好ましくは１／１０ないし１／１である。
　本発明の他の実施態様は、成分（Ｉ）及び成分（ＩＩ）を含む組成物であって、
　前記成分（Ｉ）がポリプロピレンのホモポリマー、ランダムコポリマー、交互又はセグ
メント化されたコポリマー、ブロックコポリマー或いはポリプロピレンと他の合成ポリマ
ーとのブレンドであり、そして
　前記成分（ＩＩ）が上記の添加剤混合物である組成物である。
　ポリプロピレンのホモポリマーとしての前記成分（Ｉ）はまた、長鎖分岐されたポリプ
ロピレンを含む。
　ポリプロピレンは異なる方法により、そして、とりわけ下記の方法により製造すること
ができる。
　周期律表のＩＶｂ群、Ｖｂ群、ＶＩｂ群又はＶＩＩＩ群の一種又はそれより多くの金属
原子を通常含む触媒を使用する触媒重合。これらの金属原子は通常１個又はそれより多く
の配位子、典型的には、π－又はσ－配位され得るオキシド、ハライド、アルコレート、
エステル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これ
らの金属錯体は遊離状態であり得るか、或いは、典型的には、活性化塩化マグネシウム、
塩化チタン（ＩＩＩ）、酸化アルミニウム又は酸化ケイ素上に固定され得る。これらの触
媒は重合媒体中に可溶又は不溶であり得る。触媒は重合において単独で使用し得るか、又
は、更なる活性化剤、典型的には、金属アルキル、金属ヒドリド、金属アルキルハライド
、金属アルキルオキシド又は金属アルキロキサンが使用され得、前記金属原子は周期律表
のＩａ群、ＩＩａ群及び／又はＩＩＩａ群の元素である。活性化剤は、更なるエステル基
、エーテル基、アミン基又はシリルエーテル基を用いて変性され得る。これらの触媒系は
通常、フィリップス（Ｐｈｉｌｌｉｐｓ）、スタンダード　オイル　インディアナ（Ｓｔ
ａｎｄａｒｄ　Ｏｉｌ　Ｉｎｄｉａｎａ）、チーグラー（Ｚｉｅｇｌｅｒ）（－ナッタ）
（－Ｎａｔｔａ）、ＴＮＺ（デュポン（ＤｕＰｏｎｔ））、メタロセン又はシングルサイ
ト触媒（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｉｔｅ　Ｃａｔａｌｙｓｔ）（ＳＳＣ）と呼ばれる。
【００１２】
　成分（Ｉ）は、更に例えば、ポリプロピレンランダムコポリマー、交互又はセグメント
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化されたコポリマー、或いは、エチレン、炭素原子数４ないし２０のα－オレフィン、ビ
ニルシクロヘキサン、ビニルシクロヘキセン、炭素原子数４ないし２０のアルカンジエン
、炭素原子数５ないし１２のシクロアルカンジエン及びノルボルネン誘導体からなる群か
ら選択された一種又はそれより多くのコモノマーを含むブロックコポリマーであり；プロ
ピレンとコモノマーの総量は１００％である。
　ポリプロピレンコポリマーはまた、長鎖分岐されたポリプロピレンコポリマーを含む。
　適する炭素原子数４ないし２０のα－オレフィンの例は、１－ブテン、１－ペンテン、
１－ヘキセン、１－ヘプテン、１－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン
、１－ドデセン、１－テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセン、１－エイコ
セン及び４－メチル－１－ペンテンである。
　適する炭素原子数４ないし２０のアルカンジエンの例は、ヘキサジエン及びオクタジエ
ンである。
　適する炭素原子数５ないし１２のシクロアルカンジエンの例は、シクロペンタジエン、
シクロヘキサジエン及びシクロオクタジエンである。
　適するノルボルネン誘導体の例は、５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）、ジ
シクロペンタジエン（ＤＣＰ）及びメチレン－ドメチレン－ヘキサヒドロヘキサヒドロナ
フタリン（ＭＥＮ）である。
　プロピレン／エチレンコポリマーはプロピレンを、例えば５０質量％ないし９９．９質
量％、好ましくは８０質量％ないし９９．９質量％、特に９０質量％ないし９９．９質量
％含む。
　コモノマーが、例えば１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン、１－ドデセン、１－
テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセン又は１－エイコセンのような炭素原
子数９ないし２０のα－オレフィン；炭素原子数９ないし２０のアルカンジエン、炭素原
子数９ないし１２のシクロアルカンジエン、或いは、例えば５－エチリデン－２－ノルボ
ルネン（ＥＮＢ）又はメチレン－ドメチレン－ヘキサヒドロヘキサヒドロナフタリン（Ｍ
ＥＮ）のようなノルボルネン誘導体であるプロピレンコポリマーはプロピレンを、好まし
くは９０モル％よりも多く、特に９０モル％ないし９９．９モル％又は９０モル％ないし
９９モル％含む。
　コモノマーが、例えば１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－ヘプテン、１－
オクテン又は４－メチル－１－ペンテンのような炭素原子数４ないし８のα－オレフィン
；ビニルシクロヘキサン、ビニルシクロヘキセン、炭素原子数４ないし８のアルカンジエ
ン又は炭素原子数５ないし８のシクロアルカンジエンであるプロピレンコポリマーはプロ
ピレンを、好ましくは８０モル％よりも多く、特に８０モル％ないし９９．９モル％又は
８０モル％ないし９９モル％含む。
【００１３】
　成分（Ｉ）の別の例は、プロピレン／イソブチレンコポリマー、プロピレン／ブタジエ
ンコポリマー、プロピレン／シクロオレフィンコポリマー、プロピレンとエチレン及びジ
エン、例えばヘキサジエン、ジシクロペンタジエン又はエチリデン－ノルボルネンとのタ
ーポリマー；プロピレン／１－オレフィンコポリマー（１－オレフィンはその場で生成さ
れる）；並びにプロピレン／一酸化炭素コポリマーである。
　他の成分（Ｉ）の例は、ポリプロピレンと、プロピレン／エチレンコポリマー、プロピ
レン／ブチレンコポリマー、ポリエチレン、例えばＨＤＰＥ又はＬＤＰＥ；ポリブテン、
ポリイソブチレン、ポリ－４－メチルペンテン或いは交互又はランダムポリアルキレン／
一酸化炭素コポリマーとのブレンドである。これらのブレンドは、全ブレンドの質量に対
して、ポリプロピレンを好ましくは少なくとも５０質量％含む。
　別の好ましい実施態様において、成分（Ｉ）は、少なくとも７５質量％のプロピレンと
エチレン或いは、直鎖状又は分岐鎖状ブテン、直鎖状又は分岐鎖状ペンテン、直鎖状又は
分岐鎖状ヘキセン及び直鎖状又は分岐鎖状オクテンから選択された別のα－オレフィンコ
モノマーとの共重合により製造されたポリプロピレンコポリマーである。
　成分（Ａ）は、例えば、成分（Ｉ）の質量に対して、０．０１質量％ないし０．５質量
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％、好ましくは０．１質量％ないし０．３質量％、特に０．１５質量％ないし０．２５質
量％の量、本発明の組成物中に存在する。
　成分（Ｂ）は、例えば、成分（Ｉ）の質量に対して、０．０１質量％ないし０．５質量
％、好ましくは０．０１質量％ないし０．３質量％、特に０．０３質量％ないし０．１５
質量％の量、本発明の組成物中に存在する。
　成分（Ｃ）は、例えば、成分（Ｉ）の質量に対して、０．０１質量％ないし５質量％、
好ましくは０．１質量％ないし２．０質量％、特に０．２質量％ないし１．０質量％の量
、本発明の組成物中に存在する。
　本発明の組成物は、従来技術において既に確立された方法に基づいて製造することがで
きる。例は、溶融工程に先立ち全成分を粉末ブレンドすることによる、添加剤混合物の成
分のポリマー樹脂への配合；ポリマー樹脂への、濃厚物又はマスターバッチとしての添加
剤混合物のペレット形態での添加；例えば、溶融されたポリマー樹脂への連続フィーダー
又は押出機を介する、純粋又は濃厚物形態での、添加剤混合物の溶融ブレンド等である。
【００１４】
　本発明の組成物は所望により、以下に列挙するような別の添加剤を含み得る。
１．酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノール
　例えば２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－ジメ
チルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ第三ブチル
－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－イソブチルフェノール、２，
６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４
，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，
６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシメチルフェノ
ール、直鎖状又は側鎖が分岐しているノニルフェノール、例えば２，６－ジノニル－４－
メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデシ－１’－イル）フェ
ノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’－イル）フェノール、
２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フェノール及びそれらの
混合物。
１．２．アルキルチオメチルフェノール
　例えば２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオクチ
ルチオメチル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェ
ノール、２，６－ジドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
１．３．ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン
　例えば２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ第三ブチルヒドロ
キノン、２，５－ジ第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオ
キシフェノール、２，６－ジ第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシアニソール、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）アジペート。
１．４．トコフェロール
　例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフェ
ロール及びこれらの混合物（ビタミンＥ）。
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル
　例えば２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チ
オビス（４－オクチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチル
フェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４
’－チオビス（３，６－ジ第二アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル
－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００１５】
１．６．アルキリデンビスフェノール
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　例えば２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’
－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレンビス［
４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール］、２，２’－メチレンビス
（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル
－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール
）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリ
デンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス［６
－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，２’－メチレンビス［６－（
α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４，４’－メチレンビス（２，
６－ジ第三ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチル
フェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）
ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－
メチルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチル
フェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニ
ル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３
’－第三ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）ブチレート］、ビス（３－第三ブチル－４
－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３’－第三ブ
チル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三ブチル－４－メチルフェニ
ル］テレフタレート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタ
ン、２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２
－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメ
ルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メル
カプトフェニル）ペンタン。
１．７．Ｏ－，Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物
　例えば３，５，３’，５’－テトラ第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエ
ーテル、オクタデシル４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート
、トリデシル４－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、ト
リス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－第三ブチル
－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５－
ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート
　例えばジオクタデシル２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル
）マロネート、ジオクタデシル２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベン
ジル）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブ
チル）フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マ
ロネート。
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物
　例えば１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，
４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル）－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
１．１０．トリアジン化合物
　例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オク
チルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－
１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシ
フェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－
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４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３
－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，
３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサ
ヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４
－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート。
【００１６】
１．１１．ベンジルホスホネート
　例えばジメチル２，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジエチ
ル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル５－第三ブチル
－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシベンジルホスホン酸モノエチルエステルのカルシウム塩。
１．１２．アシルアミノフェノール
　例えば４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒドロキシステアラニリド、オクチルＮ－（
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
１．１３．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の下記
の一価又は多価アルコールとのエステル
　例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、イソオクタノール、オクタデカノ
ール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，
２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエ
チル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウ
ンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロー
ルプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［
２．２．２］オクタンとのエステル。
１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸
の下記の一価又は多価アルコールとのエステル
　例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、イソオクタノール、オクタデカノ
ール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，
２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエ
チル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウ
ンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロー
ルプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［
２．２．２］オクタン、３，９－ビス［２－｛３－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－
５－メチルフェニル）プロピオニルオキシ｝－１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，
１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカンとのエステル。
１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
下記の一価又は多価アルコールとのエステル
　例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサン
ジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート
、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チア
ペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロ
キシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンと
のエステル。
【００１７】
１．１６．３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の下記の一価又は多価ア
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ルコールとのエステル
　例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサン
ジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート
、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チア
ペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロ
キシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンと
のエステル。
１．１７．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸アミド
　例えばＮ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル
）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニロキシ）エチル］オキサミド［ユニロ
イヤル（Ｕｎｉｒｏｙａｌ）社により供給されるナウガード（Ｎａｕｇａｒｄ）ＸＬ－１
（登録商標）］。
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
１．１９．アミン酸型化防止剤
　例えばＮ，Ｎ’－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ第二ブチル
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジ
アミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－
ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジ
アミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル
－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－
フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ
－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン
、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ
’－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルア
ミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－
（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミ
ン；オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ第三－オクチルジフェニルアミン
；４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルア
ミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェ
ノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ第三ブチル－４－ジメチルア
ミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフ
ェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタ
ン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルア
ミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチル
）フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジ
アルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル
化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミン
の混合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合
物、モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－
３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアル
キル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三
オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テ
トラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジ－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
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－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【００１８】
２．紫外線吸収剤及び光安定剤
２．１．２－（２' －ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール
　例えば２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－ベンゾトリアゾール、２－
（３’，５’－ジ第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（
５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（２’－ヒド
ロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾ－ル
、２－（３’，５’－ジ第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾト
リアゾ－ル、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５
－クロロベンゾトリアゾ－ル、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒド
ロキシフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシ
フェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（３’，５’－ジ第三アミル－２’－ヒドロキシフ
ェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（３’，５’－ビス－（α，α－ジメチルベンジル）
－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒ
ドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾ－ル、２－（３’－第三ブチル－５’－[ ２－（２－エチルヘキシルオキシ）
カルボニルエチル] －２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ－ル、２
－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フ
ェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ－ル、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ
－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾ－ル, ２－（３’
－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェ
ニル）ベンゾトリアゾ－ル, ２－（３’－第三ブチル－５’－[ ２－（２－エチルヘキシ
ルオキシ）カルボニルエチル] －２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２－
（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾ－ル、２
－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニル
エチル）フェニルベンゾトリアゾ－ル、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３
－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾ－ル－２－イルフェノール］；２－［３’
－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル］
－２Ｈ－ベンゾトリアゾ－ルとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；
［Ｒ－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ－ＣＨ2 ＣＨ2 －］2 （式中、Ｒは３’－第三ブチル－４’
－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イルフェニル基を表わす。）、２
－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，３
－テトラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾ－ル、２－［２’－ヒドロキシ－３’
－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメチルベンジル）フェ
ニル］ベンゾトリアゾ－ル。
【００１９】
２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン
　例えば４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オクチルオキシ－、４－デシルオキシ
－、４－ドデシルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、４，２' ，４' －トリヒドロキシ－
及び２' －ヒドロキシ－４，４' －ジメトキシ誘導体。
２．３．置換された及び非置換の安息香酸のエステル
　例えば４－第三ブチルフェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニ
ルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾ
ルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、
２－メチル－４，６－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾエート。
２．４．アクリルレート
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　例えばエチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シアノ
－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－メトキシカルボニルシンナメート、メチ
ルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル
－ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート及
びＮ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
２．５．ニッケル化合物
　例えば付加的な配位子、例えばｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シク
ロヘキシルジエタノールアミンを持つか又は持たない、２，２' －チオビス［４－（１，
１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体、例えば１：１又は１：
２錯体；ニッケルジブチルジチオカルバメート、４－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチル
ベンジルホスホン酸のモノアルキルエステル、例えばメチル又はエチルエステルのニッケ
ル塩、ケトキシム例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのニ
ッケル錯体、付加的な配位子を持つか又は持たない、１－フェニル－４－ラウロイル－５
－ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体。
【００２０】
２．６．立体障害性アミン
　例えばビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）セバケート、ビス（
２，２，６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）スクシネート、ビス（１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルマロネート；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４
－ヒドロキシピペリジンとコハク酸との縮合生成物；Ｎ，Ｎ' －（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６
－ジクロロ－１，３，５－ｓ－トリアジンとの直鎖状又は環状縮合生成物；トリス（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボ
キシレート、１，１' －（１，２－エタンジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチル
ピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステ
アリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブ
チルベンジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３
，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２
，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，
６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６
－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの直鎖状又は環状縮合生成物；２－クロロ－４，
６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３
，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンとの縮合生成物；
２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタ
ンとの縮合生成物；８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，
３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシ
ル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－
ジオン；４－ヘキサデシルオキシ－及び４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン混合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３
，５－トリアジンとの縮合生成物；１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと
２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，２，６
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，６－テトラメチルピペリジンの縮合生成物［ケミカルアブストラクト登録第１３６５０
４－９６－６号］；１，６－ジアミノヘキサンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－
トリアジン並びにＮ，Ｎ－ジブチルアミン及び４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジンの縮合生成物［ケミカルアブストラクト登録第１９２２６８－６４－
７号］；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシ
ンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシル
スクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８
－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン；７，７，９，９－テトラメチル－２－
シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン
とエピクロロヒドリンとの反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エタン、Ｎ，Ｎ
’－ビスホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペンタ
メチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジエステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキシ
－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロキサン、マレイン酸無
水物－α－オレフィンコポリマーと２，２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジ
ン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物。
【００２１】
２．７．オキサミド
　例えば、４，４' －ジオクチルオキシオキサニリド、２，２' －ジエトキシオキサニリ
ド、２，２' －ジオクチルオキシ－５，５' －ジ第三ブチルオキサニリド、２，２' －ジ
ドデシルオキシ－５，５' －ジ第三ブチルオキサニリド、２－エトキシ－２' －エチルオ
キサニリド、Ｎ，Ｎ' －ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ
－５－第三ブチル－２' －エトキサニリド及びその２－エトキシ－２' －エチル－５，４
' －ジ第三ブトキサニリドとの混合物、ｏ－及びｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混
合物並びにｏ－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
　例えば２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキ
シフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフ
ェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－
ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル
）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）
－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒ
ドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－
４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス
（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－ドデシルオキシ／トリデシ
ルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２
，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２
－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジ
メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキ
シ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－
４－メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－
トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］
－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェ
ニル）－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（
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６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン。
【００２２】
３．金属奪活剤
　例えばＮ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイルヒドラ
ジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ－１，２，
４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサニリド、イソ
フタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルア
ジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ，
Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
４．ホスフィット及びホスホナイト
　例えばトリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアル
キルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット
、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、
トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリト
ールジホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホ
スフィット、ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィッ
ト、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブ
チル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４，６－
トリス第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリステアリルソル
ビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）－４，４’－
ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ第三
ブチル－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４
－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチ
ル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、６－フルオロ－２，４，８，１０－テト
ラ第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、
２，２’，２”－ニトリロ［トリエチルトリス（３，３’，５，５’－テトラ第三ブチル
－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスフィット］、２－エチルヘキシル（３
，３’，５，５’－テトラ第三ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホス
フィット、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－トリ第三ブチル－フェノキシ）
－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
　下記のホスフィットがとりわけ好ましい。
　トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット［チバ－ガイギ（Ｃｉｂａ－Ｇ
ｅｉｇｙ）社製のイルガフォス（Ｉｒｇａｆｏｓ）１６８（登録商標）、トリス（ノニル
フェニル）ホスフィット、次式（Ａ）～（Ｇ）で表わされる化合物：
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【化６】

【化７】

【００２３】
５．ヒドロキシルアミン
　例えばＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素化獣
脂アミンのＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
６．ニトロン
　例えばＮ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ－
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オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テトラ
デシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－
オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニトロ
ン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデシ
ルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化獣脂アミンから製造
されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
７．チオ相乗化合物
　例えばジラウリルエステルチオジプロピオネート、ジミストリルチオジプロピオネート
又はジステアリルチオジプロピオネート或いはジステアリルジスルフィド。
８．過酸化物掃去剤
　例えばβ－チオジプロピオン酸エステル、例えばラウリル、ステアリル、ミリスチル又
はトリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール又は２－メルカプトベンズイミダ
ゾール亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタ
エリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
９．ポリアミド安定剤
　例えば、沃化物及び／又は燐化合物と組み合わせた銅塩及び二価マンガン塩。
１０．塩基性補助安定剤
　例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート
、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のア
ルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレー
ト、マグネシウムベヘネート、マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレート、カ
リウムパルミテート、アンチモンピロカテコレート又は亜鉛ピロカテココレート。
【００２４】
１１．慣用の核剤
　例えば無機物質、例えば滑石、金属酸化物、例えば二酸化チタン又は酸化マグネシウム
、好ましくはアルカリ土類金属の燐酸塩、炭酸塩又は硫酸塩；有機化合物、例えばモノ－
又はポリ－カルボン酸及びその塩、例えば４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ピメリ
ン酸、スバリン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；ポリ
マー状化合物、例えばイオン性コポリマー（”イオノマー”）。
１２．その他の添加剤
　例えば可塑剤、潤滑剤、レオロジー添加剤、触媒、流れ改良剤、蛍光増白剤、防炎加工
剤、帯電防止剤及び発泡剤。
１３．ベンゾフラノン及びインドリノン
　例えば米国特許出願公開第４３２５８６３号明細書；米国特許出願公開第４３３８２４
４号明細書；米国特許出願公開第５１７５３１２号明細書；米国特許出願公開第５２１６
０５２号明細書；米国特許出願公開第５２５２６４３号明細書；ドイツ国特許出願公開第
４３１６６１１号公報；ドイツ国特許出願公開第４３１６６２２号明細書；ドイツ国特許
出願公開第４３１６８７６号明細書；欧州特許出願公開第０５８９８３９号明細書又は欧
州特許出願公開第０５９１１０２号明細書に開示されたもの、又は３－［４－（２－アセ
トキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラン－２－オン、５，７
－ジ第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラ
ン－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエ
トキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５，７－ジ第三ブチル－３－（４－エト
キシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェ
ニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－（３，５－ジメチル－４
－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－
（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－
（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラン－２－オン。
【００２５】
　上記成分（Ａ）と慣用添加剤の総量との質量比は好ましくは２５０／１ないし１／２５
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００、より好ましくは１００／１ないし１／１００、そして最も好ましくは１０／１ない
し１／１０である。
　興味のある本発明の別の実施態様は、以下に列挙するものである。
１．成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）並びに所望により成分（Ｃ）を含む組成物で
あって、前記成分（Ｄ）が前記成分（Ｂ）と異なる少なくとも一種の酸化防止剤、好まし
くは、項目１の下に上記された酸化防止剤から選択されたものである組成物。
２．成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）並びに所望により成分（Ｃ）を含む組成物で
あって、前記成分（Ｄ）が前記成分（Ｂ）と異なる少なくとも一種のフェノール系酸化防
止剤である組成物。２００℃より低い融点を有するフェノール系酸化防止剤が特に好まし
い。
３．成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）並びに所望により成分（Ｃ）を含む組成物で
あって、前記成分（Ｄ）がβ－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
ピオン酸又はβ－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸又はβ－（
３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のエステル、例えば
、項目１．１３、１．１４及び１．１５の下に上記されたものから選択された少なくとも
一種のフェノール系酸化防止剤である組成物。
４．成分（Ａ）が次式（Ｉ－２）：
【化８】

で表わされる化合物であり、
　成分（Ｂ）が次式（ＩＩ－１）：

【化９】

で表わされる化合物であり、そして
　成分（Ｄ）が次式（ＩＩＩ－１）：

【化１０】

で表わされる化合物である組成物。
５．成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）並びに所望により成分（Ｃ）及び所望により
、脂肪酸の金属（Ｉ）塩又は金属（ＩＩ）塩、金属（ＩＩ）酸化物、ジヒドロタルサイト
、ホスフィット、ホスホナイト、有機スルフィド及び有機ジスルフィド、例えば、項目４
、７、８、１０及び１１の下に上記されたものからなる群から選択された一種又はそれよ
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【００２６】
　上記組成物１ないし５において、例えば、成分（Ａ）１００質量部、成分（Ｂ）５質量
部ないし３５質量部、好ましくは１０質量部ないし３０質量部又は１５質量部ないし２５
質量部、成分（Ｄ）５質量部ないし４０質量部、好ましくは７質量部ないし２５質量部又
は１０質量部ないし２０質量部、及び所望により成分（Ｃ）５０質量部ないし５００質量
部、好ましくは５０質量部ないし４００質量部又は５０質量部ないし３００質量部が存在
し得る。所望により、別の添加剤、例えば、脂肪酸の金属（Ｉ）又は（ＩＩ）塩、金属（
ＩＩ）酸化物或いはジヒドロタルサイトのような酸掃去剤１０質量部ないし５０質量部、
好ましくは１０質量部ないし３５質量部又は１０質量部ないし２５質量部、或いは、ホス
フィット、ホスホナイト、有機スルフィド又は有機ジスルフィド１０質量部ないし８０質
量部、好ましくは１０質量部ないし５０質量部又は１０質量部ないし４０質量部が存在し
得る。
　本発明の別の実施態様は、
　ポリプロピレンのホモポリマー、ランダムコポリマー、交互又はセグメント化されたコ
ポリマー、ブロックコポリマー或いはポリプロピレンと他の合成ポリマーとのブレンドの
ための透明化剤としての、上記添加剤混合物の使用、並びに
　ポリプロピレンのホモポリマー、ランダムコポリマー、交互又はセグメント化されたコ
ポリマー、ブロックコポリマー或いはポリプロピレンと他の合成ポリマーとのブレンドを
透明化する方法であって、上記添加剤混合物をそれに配合することからなる方法
である。
                                                                        
【００２７】
　本発明はまた、
（１）成分（Ａ’）及び成分（Ｃ’）を含む添加剤混合物であって、
　前記成分（Ａ’）が次式（Ｉ－１）：
【化１１】

で表わされる化合物であり、そして
　前記成分（Ｃ’）が合成ワックス、好ましくはポリオレフィンワックス、特にフィッシ
ャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス、チーグラー－ナッタポリエチレ
ンワックス、メタロセンポリエチレンワックス及びチーグラー－ナッタポリプロピレンワ
ックス；モンタン－エステルワックス、パラフィンワックス、ステアラミド及びオレアミ
ドからなる群から選択された少なくとも一種の潤滑剤であるか、或いは、
　前記成分（Ａ’）が次式（Ｉ－２）：
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【化１２】

で表わされる化合物であり、そして
　前記成分（Ｃ’）が合成ワックス、好ましくはポリオレフィンワックス、特にフィッシ
ャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス、チーグラー－ナッタポリエチレ
ンワックス、メタロセンポリエチレンワックス及びチーグラー－ナッタポリプロピレンワ
ックス；モンタン－エステルワックス、パラフィンワックス、ステアラミド、エルカミド
及びオレアミドからなる群から選択された少なくとも一種の潤滑剤である添加剤混合物、
並びに
（２）成分（Ａ”）及び成分（Ｃ”）を含む添加剤混合物であって、
　前記成分（Ａ”）が次式（Ｉ－３）：
【化１３】

で表わされる化合物であり、そして
　前記成分（Ｃ”）がステアラミド及びオレアミドからなる群から選択されたものである
添加剤混合物に関するものである。
　本明細書に記載された特別な使用及び用途はまた、前記二つの添加剤混合物に対して適
切な手法で適用可能である。
　成分（Ａ）、成分（Ｃ）及び成分（Ｉ）に対して与えられた質量比及び濃度は、成分（
Ａ）が成分（Ａ’）又は成分（Ａ”）に対応し、成分（Ｃ）が成分（Ｃ’）又は成分（Ｃ
”）に対応し、そして成分（Ｉ）が成分（Ｉ’）又は成分（Ｉ”）に対応するように、成
分（Ａ’）、成分（Ａ”）、成分（Ｃ’）、成分（Ｃ”）、成分（Ｉ’）及び成分（Ｉ”
）に対して適切な手法で適用可能である。
【００２８】
　本発明の特定の添加剤混合物の別の例は、
１．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋フィッシャー－トロプシュワックス［例えば、ア
ドスパース８６８（登録商標）、アドスパース５００（登録商標）、アドスパース１００
（登録商標）、エンハンス（登録商標）又はエンハンスＦＧ（登録商標）］。
２．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋チーグラー－ナッタポリエチレンワックス［例え
ば、リコワックスＰＥ１３０（登録商標）、リコワックスＰＥ１９０（登録商標）又はリ
コワックスＰＥ５２０（登録商標）］。
３．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋高圧ポリエチレンワックス［例えば、リコワック
スＰＥ８１０（登録商標）、リコワックスＰＥ８２０（登録商標）、リコワックスＰＥ８
３０（登録商標）、リコワックスＰＥ８４０（登録商標）、エポレンＣ１０（登録商標）
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、エポレンＣ１４（登録商標）、エポレンＣ１５（登録商標）、エポレンＣ１６（登録商
標）、エポレンＣ１７（登録商標）、エポレンＣ１８（登録商標）、エポレンＮ１５（登
録商標）、エポレンＮ２０（登録商標）又はエポレンＮ３４（登録商標）］。
４．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋メタロセンポリエチレンワックス。
５．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋チーグラー－ナッタポリプロピレンワックス［例
えば、リコワックスＰＰ２３０（登録商標）］。
６．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋モンタン－エステルワックス［例えば、リコワッ
クスＥ（登録商標）、ホスタルブＷＥ４（登録商標）又はホスタルブＷＥ４０（登録商標
）］。
７．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋パラフィンワックス［例えば、リンパー１７－２
０（登録商標）又はリンパー１４１６－Ｖ（登録商標）］。
８．式（Ｉ－１）で表わされる化合物＋（ステアラミド、エルカミド又はオレアミド）［
例えば、アトマーＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録商標）又はア
トマーＳＡ１７５９（登録商標）］。
９．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋フィッシャー－トロプシュワックス［例えば、ア
ドスパース８６８（登録商標）、アドスパース５００（登録商標）、アドスパース１００
（登録商標）、エンハンス（登録商標）又はエンハンスＦＧ（登録商標）］。
１０．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋チーグラー－ナッタポリエチレンワックス［例
えば、リコワックスＰＥ１３０（登録商標）、リコワックスＰＥ１９０（登録商標）又は
リコワックスＰＥ５２０（登録商標）］。
１１．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋高圧ポリエチレンワックス［例えば、リコワッ
クスＰＥ８１０（登録商標）、リコワックスＰＥ８２０（登録商標）、リコワックスＰＥ
８３０（登録商標）、リコワックスＰＥ８４０（登録商標）、エポレンＣ１０（登録商標
）、エポレンＣ１４（登録商標）、エポレンＣ１５（登録商標）、エポレンＣ１６（登録
商標）、エポレンＣ１７（登録商標）、エポレンＣ１８（登録商標）、エポレンＮ１５（
登録商標）、エポレンＮ２０（登録商標）又はエポレンＮ３４（登録商標）］。
１２．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋メタロセンポリエチレンワックス。
１３．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋チーグラー－ナッタポリプロピレンワックス［
例えば、リコワックスＰＰ２３０（登録商標）］。
１４．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋モンタン－エステルワックス［例えば、リコワ
ックスＥ（登録商標）、ホスタルブＷＥ４（登録商標）又はホスタルブＷＥ４０（登録商
標）］。
１５．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋パラフィンワックス［例えば、リンパー１７－
２０（登録商標）又はリンパー１４１６－Ｖ（登録商標）］。
１６．式（Ｉ－２）で表わされる化合物＋（ステアラミド、エルカミド又はオレアミド）
［例えば、アトマーＳＡ１７５０（登録商標）、アトマーＳＡ１７５３（登録商標）又は
アトマーＳＡ１７５９（登録商標）］。
【００２９】
　本発明は更に、成分（Ｉ''' ）、成分（Ａ''' ）及び成分（Ｃ''' ）を含む組成物であ
って、
　前記成分（Ｉ''' ）がポリプロピレンホモポリマーであるか、或いは少なくとも７５質
量％のプロピレンとエチレンとの、或いは直鎖状又は分岐鎖状ブテン、直鎖状又は分岐鎖
状ペンテン、直鎖状又は分岐鎖状ヘキセン及び直鎖状又は分岐鎖状オクテンから選択され
た他のα－オレフィンコモノマーとの共重合により製造されたポリプロピレンコポリマー
であり、
　前記成分（Ａ''' ）が次式（Ｉ－３）：
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【化１４】

で表わされる化合物であり、そして
　前記成分（Ｃ''' ）がフィッシャー－トロプシュワックス、高圧ポリエチレンワックス
、チーグラー－ナッタポリエチレンワックス、メタロセンエチレンワックス、チーグラー
－ナッタポリプロピレンワックス、モンタン－エステルワックス、パラフィンワックス、
ステアラミド、エルカミド及びオレアミドからなる群から選択されたものである組成物に
関するものである。
　成分（Ａ）、成分（Ｃ）及び成分（Ｉ）に対して与えられた質量比及び濃度は、成分（
Ａ''' ）、成分（Ｃ''' ）及び成分（Ｉ''' ）に対して適切な手法で適用可能である。本
明細書に記載された用途及び使用はまた、後者の組成物に適用可能である。
【００３０】
　本発明のポリマー樹脂組成物は、種々の造形品の製造のために都合良く使用することが
できる。下記のものを例示することができる。
Ｉ－１）浮体装置、海洋用途、ポンツーン、ブイ、デッキ用プラスチック板材、桟橋、ボ
ート、カヤック、オール、及びビーチ強化材。
Ｉ－２）自動車用途、特に、バンパー、ダッシュボード、バッテリー、リヤ及びフロント
ライニング、フード下成形部品、ハットシェルフ、トランクライニング、内装ライニング
、エアバッグカバー、付属品（ライト）用の電子成形部品、ダッシュボード用ペイン、ヘ
ッドランプガラス、機器パネル、外装ライニング、室内装飾品、自動車ライト、ヘッドラ
イト、パーキングライト、リヤライト、ストップライト、内外部装飾品；ドアパネル；ガ
ソリンタンク；フロントサイドガラス；リヤウィンドウ；シート支持材、外装パネル；ワ
イヤ絶縁材、封止用押出形材、外装材、ピラーカバー、シャーシ部品、エキゾーストシス
テム、燃料フィルター／充填材、燃料ポンプ、燃料タンク、ボディサイド成形品、コンバ
ーティブルトップ、外部ミラー、外部装飾品、ファスナー／固定具、前部モジュール、ガ
ラス、ヒンジ、ロックシステム、ラゲッジ／ルーフラック、圧縮／型打ち部品、シール、
側面耐衝撃材、防音材／遮音材及びサンルーフ。
Ｉ－３）道路交通機器、特に、道路標識、路面表示用標識、自動車アクセサリー、警告用
三角板、医薬ケース、ヘルメット、タイヤ。
Ｉ－４）備品を含む航空機、鉄道、自動車（乗用車、オートバイ）のための機器。
Ｉ－５）宇宙用途、特に、ロケット及び人工衛星のための機器、例えば再突入シールド。
Ｉ－６）建設及び設計、鉱業用途、吸音システム、路上安全地帯、及びシェルターのため
の機器。
ＩＩ－１）機器、ケース及びカバー一般、及び電気／電子機器（パーソナルコンピュータ
、電話、携帯電話、印刷機、テレビ受像機、音響及びビデオ機器）、植木鉢、衛星テレビ
アンテナ、及びパネル機器。
ＩＩ－２）他の材料、例えば鋼鉄又は織物のための被覆材。
ＩＩ－３）電子産業用機器、特に、プラグ、とりわけコンピュータプラグ用絶縁材、電気
及び電子部品用ケース、印刷されたボード、及び電子データ記録用材料、例えばチップ、
チェックカード又はクレジットカード。
ＩＩ－４）電気機器、特に、洗濯機、タンブラー、オーブン（高周波オーブン）、食器洗
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浄機、ミキサー及びアイロン。
ＩＩ－５）ライト用カバー（例えば、街燈，ランプシェード）。
ＩＩ－６）ワイヤ及びケーブルとしての用途（半導体、絶縁材及びケーブル被覆材）。
ＩＩ－７）コンデンサー、冷蔵庫、加熱機器、空気調節器、電子部品の封止材、半導体、
コーヒーメーカー、及び電気掃除機のための箔。
【００３１】
ＩＩＩ－１）工業製品、例えば、はめ歯歯車（ギヤ）、スライド器具、スペーサー、スク
リュー、ボルト、ハンドル及びノブ。
ＩＩＩ－２）ローターブレード、換気扇及びウィンドミル羽根、ソーラー機器、水泳プー
ル、水泳プールカバー、プールライナー、池ライナー、クローゼット、ワードローブ、区
画壁、スラット壁、折り畳み式壁、屋根、シャッター（例えば、回転式シャッター）、係
止具、パイプ接続具、スリーブ、及びコンベヤーベルト。
ＩＩＩ－３）衛生具、特に、シャワー室、トイレのシート、カバー、及び流し。
ＩＩＩ－４）衛生用品、特に、おむつ（乳児、失禁症の成人）、女性用衛生用品、シャワ
ーカーテン、ブラシ、マット、浴槽、移動式トイレ、歯ブラシ、及び差込み便器。
ＩＩＩ－５）飲料水、廃水及び化学薬品用のパイプ（相互に接続又は未接続）；ワイヤ及
びケーブル保護用のパイプ；ガス、油及び下水用のパイプ；雨樋下降パイプ、及び廃水処
理システム。
ＩＩＩ－６）全ての形状の形材（窓枠）及び羽目板。
ＩＩＩ－７）ガラス代替品、特に、押出板、建物用ガラス（一枚、二枚又は複数壁）、航
空機、学校、押出シート、建築ガラス用窓フィルム、列車、輸送、衛生具、及び温室。
ＩＩＩ－８）板（壁、まな板）、押出コーティング（写真紙、テトラパック及びパイプコ
ーティング）、サイロ、木材代替品、プラスチック板材、集成材、壁、表面、家具、装飾
箔、床被覆（内部及び外部適用）、フローリング、踏み板、及びタイル。
ＩＩＩ－９）吸気及び排気マニホールド。
ＩＩＩ－１０）セメント－、コンクリート－、コンポジット－用途、及びカバー、サイデ
ィング及びクラディング、手すり、バニスター、台所用ワークトップ、屋根葺き材、屋根
葺きシート、タイル、及び防水シート。
ＩＶ－１）板（壁、まな板）、トレイ、人工芝、アストロターフ、スタジアムリング（ア
スレチック）用人工カバー、スタジアムリング（アスレチック）用人工床、及びテープ。
ＩＶ－２）長繊維及び短繊維の織布、繊維体（カーペット／衛生用品／ジオテキスタイル
／モノフィラメント；フィルター；布巾／カーテン（日除け）／医薬用途）、バルク繊維
（ガウン／防護服のような用途）、ネット、ループ、ケーブル、ストリング、コード、ス
レッド、安全シート－ベルト、衣服、下着、手袋、靴、ゴム靴、肌着、衣類、水着、スポ
ーツウェア、傘（パラソル、日除け傘）、パラシュート、パラグライダー、帆、“バルー
ン－シルク”、キャンプ用品、テント、エアベット、サンベット、バルクバック及びバッ
ク。
ＩＶ－３）屋根用、トンネル用、ゴミ集積場用、池用メンブレイン、絶縁材、カバー及び
シート；壁ふきメンブレイン、ジオメンブレイン、遮水シート、水泳プール、カーテン（
日除け）／遮光シールド、幌、天蓋、壁紙、食品梱包及び包装（柔らかいもの及び硬いも
の）、医薬梱包（柔らかいもの及び硬いもの）、エアバッグ／安全ベルト、アーム－及び
ヘッド－レスト、カーペット、センターコンソール、ダッシュボード、コックピット、ド
ア、オーバーヘッドコンソールモジュール、ドアトリム、天井、インテリア照明、インテ
リアミラー、小物棚、リヤラゲッジカバー、シート、ステアリングコラム、ステアリング
ホイール、テキスタイル、及びトランクトリム。
Ｖ）フィルム（梱包、ゴミ、ラミネート化、農業及び園芸、温室、マルチ、トンネル、サ
イレージ）、ベールラップ、水泳プール、屑入れ、壁紙、延伸フィルム、ラフィア、脱塩
フィルム、バッテリー、及びコネクター。
ＶＩ－１）食品梱包及び包装（柔らかいもの及び硬いもの）、ＢＯＰＰ、ＢＯＰＥＴ、瓶
。



(28) JP 4684230 B2 2011.5.18

10

20

30

40

ＶＩ－２）箱（木箱）、旅行かばん類、チェスト、家庭用ボックス、パレット、棚、トラ
ック、ネジ箱、パック、及び缶のような保管システム。
ＶＩ－３）カートリッジ、シリンジ、医薬用途、全ての輸送用コンテナー、ゴミバスケッ
ト及びゴミ入れ、屑入れ、ゴミ箱、ゴミ容器、ビンライナー、ホイーリービン、コンテナ
ー一般、飲料水／汚水／化学薬品／ガス／油／ガソリン／ディーゼル用のタンク；タンク
ライナー、箱、木箱、バッテリーケース、トラフ、ピストンのような医療機器、眼科用途
、診断機器、及び医薬ブリスター用包装。
ＶＩＩ－１）押出コーティング（写真紙、テトラパック，パイプコーティング）、全ての
種類の家庭用品（例えば、電気器具、魔法瓶／衣類ハンガー）；栓、ワイヤ及びケーブル
クランプ、ジッパー、クロージャー、ロック、及びスナップ－クロージャーのような締結
システム。
ＶＩＩ－２）レジャー期間のための支持用具や物品、例えば、スポーツ及びフィットネス
用具、体操マット、スキーブーツ、インラインスケート、スキー、ビッグフット、アスレ
チック表面（例えば、テニスグランド）；ネジ蓋、瓶の蓋及びストッパー、並びに缶。
ＶＩＩ－３）備品一般、発泡品（クッション、衝撃吸収材）、フォーム、スポンジ、布巾
、マット、庭椅子、スタジアムシート、机、カウチ、玩具、建築キット（ボード／図／ボ
ール）、プレイハウス、滑り台、及びプレイビーイクル。
ＶＩＩ－４）光学的及び磁気的データ記録のための材料。　　　　　　　　　　　　　　
ＶＩＩ－５）台所用品（食べること、飲むこと、調理すること、保存すること）。ＶＩＩ
－６）ＣＤ、カセット及びビデオテープ用のボックス；ＤＶＤ電子製品、全ての種類の事
務用品（ボールペン、スタンプ及びインクパッド、マウス、棚、トラック）、あらゆる容
積及び含有物の瓶（飲料、洗剤、香料を含む化粧品）、及び粘着テープ。
ＶＩＩ－７）履物（靴／靴底）、靴の中敷、スパット、接着剤、構造接着剤、食料箱（果
物、野菜、肉、魚）、合成紙、瓶のラベル、カウチ、人工関節（ヒト）、印刷版（フレキ
ソ印刷のもの）、プリント回路、及びディスプレイ工業品。
ＶＩＩ－８）充填ポリマー（滑石、白亜、磁器白土（陶土）、珪灰石、顔料、カーボンブ
ラック、ＴｉＯ2 、雲母、ナノコンポジット、ドロマイト、シリケート、ガラス、アスベ
スト）の器具。
【００３２】
　従って、本発明の好ましい実施態様は、上記プラスチック樹脂組成物に基づく造形品、
特に、食料梱包及び貯蔵用のコンテナー及び箱、非食料梱包用のコンテナー及び箱、医療
用機器及び装置、梱包用フィルム、飲料用の瓶及びカップ、に関するものである。
　成形物が好ましい。成形は特に、射出－、ブロー、圧縮－又は回転－成形により、熱形
成又は押出により、行われる。
　本発明の別の好ましい実施態様は、上述の樹脂組成物に基づく延伸注型フィルムにより
形成された一軸配向フィルム又は二軸配向フィルムに関するものである。
　一層又はそれより多くの層が上述の樹脂組成物を含む多層システムもまた、本発明にお
いて重要である。
　本発明の添加剤混合物の存在は加工を容易にし、そしてポリマーへの添加剤の分散の均
質性を改善する。
　従って、本発明の別の実施態様は、
・加工助剤として本明細書に記載された添加剤混合物の使用、及び
・ポリマーの加工性を改善する方法であって、ポリマーに前記添加剤混合物を配合し、且
つ分散することからなる方法
に関するものである。
【００３３】
　下記の実施例により、本発明を更に詳細に説明する。特記しない限り、全ての部及び％
は質量による。
下記実施例において使用される化合物の構造式：
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【化１５】

【化１６】

【化１７】

【００３４】
実施例１：
　メルトフローインデックス１２ｄｇ／分（２３０℃及び２．１６ｋｇにおいて測定）を
持つ粉末状プロピレン－エチレンコポリマー［ＰＰラコ（ｒａｃｏ）］を、ステアリン酸
カルシウム、イルガノックスＢ２１５（登録商標）（＝トリス［２，４－ジ第三ブチルフ
ェニル］ホスフィットとペンタエリトリチルテトラキス［３－（３，５－ジ第三ブチル－
４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］との質量比２：１の混合物）、化合物（Ｉ－
２）、フィッシャー－トロプシュワックス［アドスパース８６８（登録商標）］及び化合
物（ＩＩ－１）と、ヘンシェルミキサー中で混合した。その後この組成物を、２５０℃で
、ベルシュトルフ（Ｂｅｒｓｔｏｒｆｆ）ＺＥ２５×４６Ｄ（登録商標）で２回コンパウ
ンド化した。コンパウンド化後に得られた顆粒を、２４０℃におけるアルブルグ（Ａｒｂ
ｕｒｇ）３２０Ｓ（登録商標）での射出成形のために使用し、１ｍｍプラックを製造した
。前記プラックのヘイズ、明澄度及び透過率を、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３に基づいてヘイズ
－ガードプラス（Ｈａｚｅ－Ｇａｒｄｐｌｕｓ）［ＢＹＫガードナー（Ｇａｒｄｎｅｒ）
社製］（登録商標）により測定し、そして黄色度指数を、ＡＳＴＭ　Ｄ１９２５に基づい
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【表１】

【００３５】
実施例２：
　化合物（Ｉ－２）１００部、化合物（ＩＩ－１）２０部及び化合物（ＩＩＩ－１）１１
部の粉末状混合物を、１８０～２２０ｒｐｍで駆動されたボールミル中で、周囲条件で３
時間、撹拌した。白色粉末として得られた生成物の外観は、甚だしく増加した嵩密度、良
好な流れ及び供給挙動並びにダスティング、ブリッジング及び凝集の減少した程度により
、元の粉末状混合物と異なっていた。更に、微視的均質性は、光学顕微鏡写真及び、特に
、使用された化合物（ＩＩＩ－１）のコーティング効果を明確に示しているＳＥＭ（走査
電子顕微鏡）調査により、明らかになった。
　この技術分野で一般的に知られており且つ実施されている通常の手段によりポリプロピ
レンに配合された（前述の組成物とポリプロピレンフラッフとを粉末ブレンドし、その後
、２３０℃でコンパウンド化し、続いて、１ｍｍプラックに射出成形）後、如何なるスペ
ック又はホワイトビットも含まない優れた明澄度（即ち、低ヘイズ）、高グロス及び剛性
を持ち、そして、以前はソルビトール型透明化剤［式（Ｉ）で表わされる化合物］の使用
に伴っていた気泡及び悪臭を有しない最終物品が得られた。
　上記の実験手法を変更することは当業者にとって自明であるので、前記実施例は、本発
明組成物を製造するための単に一つの可能性を示しているが、しかし、それは如何なる意
味においても、本発明の範囲をそれにより限定することを意図するものではない。例えば
、ソルビトールベースの透明化剤の一次又は凝集粒子にコーティングを適用する他の方法
は、原則的に、先行技術において、例えば、結合剤を溶解又は分散させ、続いて透明化剤
粒子を均質にコートするために極性又は非極性溶剤が使用されている、欧州特許出願公開
第５２２５５８号明細書又は欧州特許出願公開第６５１００７号明細書又は欧州特許出願
公開第９６２４５９号明細書において周知である。独国特許出願公開第３２１９２９８明
細書又は欧州特許出願公開第９６４０２９号明細書の教示（それぞれ、高速／高剪断混合
及び押出技術）もまた、望ましいコートされた透明化剤粒子を製造するために推奨され、
本発明を実施するために適している。このような方法及び別のその変法は、本発明組成物
の範囲において適用することができ、そして、参照として本明細書に取り込まれている。
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